
七

専
攻
学
科
目　

植
物
病
理
学

生　

年　

月　

昭
和
二
六
年　

八
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
二
年　

三
月 

東
京
大
学
農
学
部
農
業
生
物
学
科
卒
業

同　

五
七
年　

三
月 
東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

五
七
年　

三
月 
農
学
博
士

同　

五
七
年　

四
月 

日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員

同　

六
〇
年
一
二
月 

東
京
大
学
農
学
部
助
手

平
成　

元
年　

五
月 

米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
客
員
研
究
員
（
平
成
二
年
一
一
月
ま
で
）

同　
　

四
年　

四
月 

東
京
大
学
農
学
部
助
教
授

同　
　

七
年　

六
月 

東
京
大
学
農
学
部
教
授

同　

一
一
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教
授

同　

一
六
年　

六
月 

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授

同　

二
九
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
特
任
教
授
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

難な
ん　

波ば　

成し
げ　

任と
う
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農
学
博
士
難
波
成
任
氏
の
﹁
植
物
病
原
性
細
菌

フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
に
関
す
る
分
子
生
物
学
的

研
究
﹂
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　

フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
は
︑
植
物
細
胞
内
に
寄
生
す
る
微
小
病
原
細
菌
の
一
群

で
︑
ヨ
コ
バ
イ
を
媒
介
昆
虫
と
し
て
一
︑
〇
〇
〇
種
類
以
上
の
植
物
に
感
染
し
︑

黄
化
病･

萎
縮
病
・
天
狗
巣
病
・
葉
化
病
な
ど
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

よ
り
︑
国
内
外
で
農
業
生
産
か
ら
環
境
問
題
に
及
ぶ
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
る
︒
か
つ
て
こ
れ
ら
の
病
気
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
︑
一
九
六
七
年
に
土
居
養
二
ら
は
電
子
顕
微
鏡
を
用
い
て
︑
桑
萎
縮
病
に
感

染
し
た
植
物
の
篩
部
細
胞
内
に
︑
直
径
約
〇
・
一
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
の
細
胞

壁
を
欠
く
微
小
な
微
生
物
を
発
見
し
︑
動
物
に
寄
生
す
る
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
に

形
状
が
類
似
し
︑
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
に
よ
り
症
状
が
軽
減
す
る
こ
と
か
ら
︑

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
様
微
生
物
﹁m

ycoplasm
a-like organism

︵M
LO

︶﹂
と
命

名
し
た
︒
し
か
し
単
独
培
養
が
不
可
能
な
た
め
に
研
究
は
進
展
せ
ず
︑
四
半
世

紀
に
わ
た
り
形
態
観
察
の
域
を
出
な
か
っ
た
︒
難
波
成
任
氏
は
︑
こ
のM

LO

研
究
に
初
め
て
分
子
生
物
学
の
メ
ス
を
入
れ
て
状
況
を
打
開
し
︑
そ
の
全
容
解

明
に
大
き
な
貢
献
を
行
っ
た
︒

　

ま
ず
培
養
出
来
な
いM

LO

を
検
出
す
る
手
法
と
し
て
︑rR

N
A

遺
伝
子
を

PC
R

法
に
よ
り
特
異
的
に
増
幅
す
る
技
術
を
植
物
病
原
体
で
初
め
て
確
立
し
︑

引
き
続
い
て
︑
増
幅
さ
れ
たrR

N
A

遺
伝
子
領
域
の
塩
基
配
列
を
直
接
決
定
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
︒
こ
れ
に
よ
り
感
染
植
物
か
らM

LO

の
簡
易
迅
速
な

検
出
が
実
現
し
︑
内
外
で
報
告
さ
れ
た
多
数
の
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
株
に
つ
い

て
分
子
系
統
解
析
を
行
っ
た
結
果
︑M

LO

が
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
と
異
な
る
新

た
な
細
菌
群
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
︑
そ
れ
ら
を
四
四
種
か
ら
な
る
フ
ァ
イ

ト
プ
ラ
ズ
マ
︵Phytoplasm

a

︶
属
に
ま
と
め
た
︒
さ
ら
に
︑
こ
れ
ら
の
解
析
を

通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
構
造
遺
伝
子
の
配
列
か
ら
︑
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
同
様

に
変
則
的
と
思
わ
れ
て
い
た
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
の
翻
訳
終
止
コ
ド
ン
が
︑
一

般
細
菌
や
植
物
な
ど
と
共
通
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
︑
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
遺

伝
子
の
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
と
そ
の
発
現
に
よ
る
機
能
解
析
を
進
め
た
︒
こ
れ
ら
の

ゲ
ノ
ム
解
析
の
成
果
を
土
台
に
︑
二
〇
〇
四
年
に
は
世
界
に
先
駆
け
て
フ
ァ
イ

ト
プ
ラ
ズ
マPhytoplasm

a asteris M

株
の
全
ゲ
ノ
ム
解
読
に
成
功
し
た
︒
八

六
万
塩
基
対
︑
七
九
二
遺
伝
子
よ
り
な
る
そ
の
ゲ
ノ
ム
サ
イ
ズ
は
︑
細
胞
生
物

で
最
少
と
さ
れ
る
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
の
約
一
・
五
倍
で
あ
る
が
︑
大
幅
な
ゲ
ノ

ム
縮
退
の
結
果
と
し
て
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
と
同
様
に
必
須
代
謝
系
の
大
半
を
欠

い
て
い
る
ほ
か
︑
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
と
は
異
な
り
︑
ペ
ン
ト
ー
ス
リ
ン
酸
回
路

関
連
酵
素
や
︑
さ
ら
に
は
生
命
の
定
義
の
一
つ
と
さ
れ
る
膜ATP

合
成
酵
素

を
も
欠
損
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
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次
い
で
こ
れ
ら
の
ゲ
ノ
ム
情
報
を
も
と
に
︑
植
物
に
対
す
る
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ

ズ
マ
の
病
原
性
遺
伝
子
と
︑
病
徴
発
現
の
分
子
機
構
を
解
明
し
た
︒
ま
ず
︑﹁
黄

化
・
萎
縮
症
状
﹂
が
︑
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
ゲ
ノ
ム
に
多
コ
ピ
ー
存
在
す
る
金

属
イ
オ
ン
輸
送
系
や
解
糖
系
酵
素
に
よ
る
︑
微
量
元
素
や
代
謝
中
間
体
の
宿
主

植
物
か
ら
の
収
奪
に
起
因
す
る
こ
と
を
示
し
た
︒
ま
た
︑
植
物
の
枝
葉
が
異
常

に
密
生
す
る
﹁
天
狗
巣
症
状
﹂
が
︑
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
の
産
生
す
る
七
〇
ア

ミ
ノ
酸
よ
り
な
る
分
泌
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
生
成
す
る
三
八
ア
ミ
ノ
酸
の
ペ
プ
チ

ドTEN
G

U

に
よ
る
こ
と
を
発
見
し
︑
そ
れ
が
植
物
細
胞
内
で
さ
ら
に
一
二
ア

ミ
ノ
酸
の
ペ
プ
チ
ド
に
切
断
・
輸
送
さ
れ
て
成
長
点
に
達
し
︑
そ
こ
で
オ
ー
キ

シ
ン
生
合
成
系
を
阻
害
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
︒
さ
ら
に
︑

花
が
葉
に
置
き
換
わ
る
﹁
葉
化
症
状
﹂
が
︑
別
の
分
泌
タ
ン
パ
ク
質
﹁
フ
ァ
イ

ロ
ジ
ェ
ン
︵PH

Y
LLO

G
EN

︶﹂
に
よ
る
こ
と
を
発
見
し
︑
そ
れ
が
植
物
の
花

形
成
を
司
るM

A
D

S

ド
メ
イ
ン
転
写
因
子
群
に
結
合
し
︑
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム

を
介
し
て
そ
れ
ら
を
分
解
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
︒

　

一
方
︑
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
遺
伝
子
の
網
羅
的
発
現
解
析
を
可
能
に
す
る

D
N

A

マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
を
開
発
し
︑
そ
れ
を
用
い
て
︑
わ
ず
か
七
〇
〇
余
り

の
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
遺
伝
子
の
う
ち
少
な
く
と
も
約
三
分
の
一
が
︑
植
物
か

ら
媒
介
昆
虫
へ
と
宿
主
が
切
り
替
わ
る
際
に
大
幅
に
発
現
が
変
化
し
︑
そ
の
切

り
替
え
に
は
︑R

poD

とFliA

の
二
種
類
の
転
写
制
御
因
子
と
多
数
の
ノ
ン

コ
ー
デ
ィ
ン
グR

N
A

が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

ゲ
ノ
ム
縮
退
の
一
方
で
︑
複
雑
な
発
現
制
御
機
構
を
共
進
化
さ
せ
て
宿
主
に
適

応
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
の
巧
妙
な
生
存
戦
略
を
解
き
明
か
し
た
︒
ま

た
︑
ヨ
コ
バ
イ
の
特
定
種
を
媒
介
宿
主
に
す
る
種
特
異
性
が
︑
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ

ズ
マ
菌
体
表
面
タ
ン
パ
ク
質
と
ヨ
コ
バ
イ
腸
管
壁
タ
ン
パ
ク
質
と
の
結
合
の
特

異
性
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
︒

　

難
波
氏
は
︑
こ
れ
ら
の
成
果
と
は
別
に
︑
広
範
な
ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
っ
て
全

て
の
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
に
共
通
す
る
特
異
的
塩
基
配
列
を
見
出
し
︑
フ
ァ
イ

ト
プ
ラ
ズ
マ
属
の
あ
ら
ゆ
る
種
を
簡
易
︑
迅
速
︑
高
感
度
︑
安
価
に
検
出
し
︑

診
断
で
き
︑
試
薬
等
を
冷
凍
・
冷
蔵
保
管
な
し
に
持
ち
運
び
で
き
る
︑
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
な
等
温
遺
伝
子
増
幅
法
︵LA

M
P

法
︶
を
開
発
・
実
用
化
し
た
︒
現

在
こ
の
方
法
は
︑
東
南
ア
ジ
ア
各
国
に
お
い
て
拡
大
し
つ
つ
あ
る
各
種
の
作

物
︑
果
樹
等
の
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
感
染
の
根
絶
事
業
︑
な
ら
び
に
健
全
作
物

遺
伝
資
源
の
保
全
事
業
に
広
く
導
入
さ
れ
て
成
果
を
挙
げ
て
い
る
︒
一
方
︑

フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
の
増
殖
を
阻
害
す
る
薬
剤
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
系
の
確
立

に
も
成
功
し
︑
こ
れ
ま
で
に
複
数
の
有
効
な
殺
菌
剤
を
見
出
し
て
い
る
︒

　

難
波
氏
の
こ
れ
ら
の
業
績
は
︑
半
世
紀
前
に
我
が
国
で
初
め
て
発
見
さ
れ
な

が
ら
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
と
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
病
の
全

容
を
解
明
し
︑
そ
の
診
断
・
治
療
・
予
防
へ
の
道
を
拓
い
た
も
の
で
︑
そ
の
独

創
的
な
研
究
成
果
は
国
の
内
外
で
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
︑
日
本
植
物
病
理
学

会
賞
︵
二
〇
〇
二
年
︶︑
日
本
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
学
会
北
本
賞
︵
二
〇
〇
四
年
︶︑
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国
際
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
学
会
エ
ミ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー･

ノ
ー
ベ
ル
賞

︵
二
〇
一
〇
年
︶︑
紫
綬
褒
章
︵
二
〇
一
三
年
︶︑
日
本
農
学
賞
・
読
売
農
学
賞

︵
二
〇
一
四
年
︶
な
ど
を
受
賞
・
受
章
し
︑
米
国
微
生
物
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
︵
二

〇
一
五
年
︶
に
選
出
さ
れ
て
い
る
︒
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